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発注明細毎に発番されます。

発注入力（明細）画面で明細をまとめる番号です。

入荷明細毎に採番されます。

仕入明細毎に採番されます。

発注番号

発注伝票番号

入荷番号

仕入番号
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らくらく操作ガイド

1-1. 製番手配入力

1-2. 発注入力

1-3. 発注入力 ( 明細 )

1-4. 発注確定入力

2-1. 注文書発行

3-1. 入荷入力

3-2. 入荷入力 ( 明細 )

3-3. 入荷確定入力

4-1. 仕入入力

4-2. 仕入確定入力

発注

1-1
製番手配

入力

1-2
発注入力

1-4
発注確定

入力 2-1
注文書
発行

3-3
入荷確定

入力

4-2
仕入確定

入力

4-1
仕入入力

3-1
入荷入力

3-2
入荷入力
( 明細 )

1-3
発注入力 ( 明細 )

直接入荷入力できる

複数の入荷データを
まとめて処理できる

複数の発注をまとめて
入荷処理できる
仕入を同時に行える

仕入を同時に
行うこともできる

直接仕入入力できる

発行 入荷 仕入

発注・仕入のフロー

発注・仕入編
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共通フォーム一覧

宛名 (1)

宛名 (2)

一覧形式

科目

買掛締日

完了区分

完了予定日

金額

検収区分

工程

最終仕入日

最終入荷日

在庫場所

残数

仕入済数

仕入先

仕入日

仕入番号

支払先

支払締日

次回支払区分

住所 1

住所 2

図面番号

数量

製造完了数

製造残数

製番

製品

製品コード

税額

単位

単価

単票形式

あ

か

さ

た

宛名を入力します。

宛名を入力します。

伝票の形式を選択します。

科目マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

自動計算されます。

完了にチェックを入れます。

完了予定日をカレンダーから選択します。

数量 × 単価で計算されます（端数処理はシステム設定で設定ができます）。

検収区分にチェックを入れます。

設定されたデータが表示されます。

仕入入力の最終日が表示されます。

入荷入力の最終日が表示されます。

基準情報管理 (1)→倉庫マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

自動計算されます。

仕入数の合計が表示されます。

基準情報管理 (1)→仕入先マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

仕入日をカレンダーから入力します。

仕入番号を入力します。

基準情報管理 (1)→仕入先マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

自動計算されます。

次回送りの場合、チェックを入れます。

郵便番号と連動して住所が自動入力されます。直接入力も可能です。

住所を入力します。

図面番号を入力します。

数量を数値で入力します。

製造完了数を数値で入力します。

製造残数を数値で入力します。

製番を入力します。

品目名が表示されます。

製品コードを入力します。

消費税額を数値で入力します。

単位を入力します。

単価を数値で入力します。

伝票の形式を選択します。
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担当者

着手予定日

直送先

手配

伝票種別

伝票番号

都道府県

得意先

入荷済数

入荷日

入荷番号

入荷予定日

納期

納入場所

納入先

発注数

発注先

発注日

発注番号

備考

品番

品名

品名 (1)(2)

品名 1

品名 2

品目コード

部品 ID

名称

郵便番号 

設定された担当者コードが表示されます。

着手予定日をカレンダーから選択します。

基準情報管理 (1)→納入先マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

手配先を選択します。　

伝票種別を選択します。

伝票番号を入力します。

郵便番号を入力すると自動入力されます。選択も可能です。

基準情報管理 (1)→得意先マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

入荷数の合計が表示されます。

入荷日をカレンダーから入力します。

入荷番号を入力します。

入荷予定日をカレンダーから入力します。

納期をカレンダーから入力します。

納入場所を入力します。

基準情報管理 (1)→納入先マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

発注数を数値で入力します。

基準情報管理 (1)→仕入先マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

発注日をカレンダーから入力します。

発注番号を入力します。

備考を入力します。

品番を入力します。

品名を入力します。

品名を入力します。

品名を入力します。

品名を入力します。

基準情報管理 (2)→品目マスターメンテナンスで設定したデータが表示されます。

部品 ID を入力します。

名称が表示されます。

- ( ハイフン ) 付き、なしのどちらでも入力できます。住所は自動変換されます。

な

は

ま
や
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メニュー → 製番→ 製番手配入力

製番ごとに登録されている品目などの編集が可能です。

場 所1-1 製番手配入力

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

〇 〇 〇 〇 〇 ×

更新 複製 削除 検索 発行

特 殊
機 能

選択した項目を確定

確定した項目を確定前に戻す
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メニュー → 発注・仕入 → 発注入力

発注する情報を入力し、登録できる画面です。

場 所1-2 発注入力

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

〇 〇 〇 〇 〇 〇

更新 複製 削除 検索 発行

詳細ボタンからも、情報の更新が可能です。point
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メニュー →発注・仕入  →  発注入力 ( 明細 )

複数の部材をまとめて発注できます。

場 所1-3 発注入力 ( 明細 )

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

〇 〇 〇 〇 〇 〇

更新 複製 削除 検索 発行
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メニュー → 発注・仕入 → 発注確定入力

発注入力した情報を確定する画面です。

場 所1-4 発注確定入力

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

× × × × 〇 〇

更新 複製 削除 検索 発行

特 殊
機 能

選択した項目の確定

発注確定と同時に伝票を発行



メニュー → 発注・仕入 → 発注確定取消場 所発注確定取消の手順
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1 確定を取消したい条件を入力し、
表示ボタンをクリックします。

2 条件に合った項目が
下の表に表示されます。

3 取消したい項目にチェックを入れ、
上記の発注確定を取り消すボタンを
クリックします。

4 発注確定取消が完了します。
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メニュー → → 発注・仕入 → 注文書発行

確定入力した情報の注文書を発行できます。

場 所2-1 注文書発行

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

× × × × 〇 〇

更新 複製 削除 検索 発行



注文書発行の手順
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1 発行したい注文書の条件を入力し、
表示ボタンをクリックします。

2 条件に合った項目が
下の表に表示されます。

3 チェックボックスにチェックを
入れ、注文書を出力するボタンを
クリックします。

4 別ウィンドウに
注文書が表示されます。

注文書を発行するには、必ず確定処理が必要です。確定処理をしていない項目は、
この画面では検索できないので、発注確定入力画面などから確定処理を行ってください。

注文書発行の注意点�
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メニュー  → 発注・仕入 →  入荷入力

入荷した情報を登録・更新が可能です。

場 所3-1 入荷入力

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

〇 〇 × ×〇 〇

更新 複製 削除 検索 発行

検収区分を ON にすると、仕入も同時に処理する事ができます。point
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メニュー → 発注・仕入 →  入荷入力 ( 明細 )

発注入力（明細）の単位で入荷入力します。

場 所3-2 入荷入力 ( 明細 )

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

〇 〇 〇 〇 〇 ×

更新 複製 削除 検索 発行

検収区分を ON にすると、仕入も同時に処理する事ができます。point
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メニュー → 発注・仕入→ 入荷確定入力

入荷情報の確定ができます。

場 所3-3 入荷確定入力

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

× × × × 〇 ×

更新 複製 削除 検索 発行

仕入フラグを ON にすると、仕入も同時に処理する事ができます。point

特 殊
機 能 仕入を同時に確定する。　
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メニュー → 発注・仕入→  仕入入力

仕入情報の入力ができます。

場 所4-1 仕入入力

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

〇 〇 × 〇 〇 ×

更新 複製 削除 検索 発行
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メニュー → 発注・仕入  → 仕入確定入力場 所

仕入れ情報の確定ができます。

4-2 仕入確定入力

この画面でできること

共 通 機 能

新規登録

× × × × 〇 ×

更新 複製 削除 検索 発行

特 殊
機 能 選択した項目の確定


